
今、高校生が考えるデジタルシティズンシップとは ーデジタルウェルビーイングな社会を目指してー
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どんな人でもICTを活用できる
社会を目指して

茨城 5班 08.23



障がいの有無や年齢、国籍によらず、誰もがICT機器
を使いこなせるようになり、情報格差を軽減させる
社会を実現させるため生成AIなどを活用したwebア
クセシビリティの向上を実現させて欲しいです



現状

●様々な人がICT機器を活用するようになった
○年齢

■ 小学生以下、中学生、高校〜20代、30代から65歳以下、
高齢者

○言語
○国籍
○障がい

■色覚特性
■目が見えない etc…



どんな人でもICTを活用できる世界
が必要とされている



現状のけしからん問題

●文字入力の個人格差
○タイピング、音声入力、フリック入力、トグル入力

■ 音声入力は楽で速いけど精度があまりよろしくない...

●アクセシビリティの問題
○色覚特性
○文字のサイズ

■ 個人によってみやすい文字のサイズは異なる

○文章の読みやすさ
■ 小学生にとっては漢字が読みにくい
■ 外国人の方にとっては母国語等への翻訳が必要
■ 目の見えない方にとっては文章が読めない



アクセシビリティの普及
&
生成AI技術等の活用



アクセシビリティ

●webアクセシビリティって?
○誰でもwebの情報にアクセスしやすくしよう！

●具体例
○サイトがスクリーンリーダによって順番に読み上げら
れるように

○漢字が読めないためふりがなをふる
○誰にでもみやすい文字のサイズにする
○根本的に蛍光色などの色を使わない

●省庁・自治体のサイトでもアクセシビリティへの
配慮を



例：茨城県立古河中等教育学校文化祭HP（https://keyaki.app）

アクセシビリティ（例）



生成AIの活用（アクセシビリティの観点から）

●生成AIを活用して様々な人がwebを使いやすく
○サイトに振るふりがなを自動生成する
○サイトをバックグラウンドに合わせて読みやすく

■ 海外の人→母国語への翻訳
■ 小学生など→わかりやすい日本語での説明
■ 年齢に合わせた内容の自動生成

○文字入力へのAIの活用
■ 音声入力の精度をAIを活用してよりよく
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